
’07.10

亀谷　　隆

★湖に浮く中島
　昭和52年（1977）の春先であった。職場に虻田
町教育委員会の課長と係長が訪ねてきて「洞爺湖
の中島にある森林博物館を改修整備したいが、ど
うすれば良いか」との相談であった。
　大方の話を聞いた末、「明日、現地に行って状
況を調査します」と返事をすると、「えっ！明日
ですか？」との驚きに対し、「何か不都合でもあ
りますか？」と聞き返すと、「急なのでびっくり
したんです」とのこと、「来月も明日も調査は同
じですよ」と虻田町に翌日調査に出向いた。
　昨日の今日なので、課長はじめ係員はてんてこ
舞いの様子であったが、すぐに中島までの船を用
意してくれた。
　用意された船は多数の客を乗せる遊覧船で、何
とも一人貸切りとでもいう思いで「遊覧船でなく
ても」と遠慮して話すと、船長からは「どうせ、シー
ズンへ向けての試運転なので」との返事が戻って
きた。
　森林博物館は、昭和29年（1954）に函館市で開

催された北洋博覧会で展示された森林標本や模型
を転用して、同年に道立博物館として開設され、
昭和37年（1962）に町に移管された施設である。
　建物は木造モルタル造りの平屋で、部分的に補
修しており、電気は自家発電機で供給している。
　展示されている鳥類などの剥

はくせい

製は、ガラスケー
スに入れてはいるが、結構な埃

ほこり

が付着していた。
それに比べ、樹木標本類は露出しているが気にす
る程の損傷は少なかった。
　一通りの調査を終えて、課長より整備の概要を
聞いた結果、整備の予算は十分でないので、手作
りで整備したいとのことである。

★急ぐ時は急ぐ、それ以外はゆっくりと
　その後、整備日程に合わせて開始することにし、
ジーンズの上下作業服と作業靴を身にし、工具箱
をぶら下げて虻田町に出向いた。
　役場に到着すると、課長と係長が作業の日なの
に背広を着ていたので「素敵な背広なのでペンチ
で袖を引き抜きたいんですが？」と言うと、慌て
て作業服に着替えて来て「少し、ゆっくりとやり
ませんか？」との問いなので、「早くやれば、後
は楽ですよ、それでなくても遅れてしまうのが常
ですから」と経験からの返事をし、作業に取り掛
かり、結果として予定より半日早く作業を終える
ことができた。
　整備が終了し、温泉につかって反省会が開かれ
た時、課長の「お陰様で、より早くというのが身
に染みました」との挨拶に対し、「私は、名字が
亀なので、兎

うさぎ

よりも早く歩かないと目標まで行け
ないんです。誠にご迷惑を掛けました」と謝罪し
たら、「いや、いや、兎

と

にも角にも手早い仕事に
は感服しました」とのことで一件落着した。
　この整備を契機に、虻田町との付合いが続き、
郷土資料館の開設にも協力を求められ、さらに、
町長を中心とした「虻田メルヘンの会」の会員と
して選ばれ、虻田町についての提言を交わしてい
た頃、昭和52年（1978）8月7日午前9時12分、
32年間の沈黙を破って有珠山が噴火した。すぐに、
博物館と資料館の被害が気になり連絡した結果、
被害がないとのことであった。
　噴火も落ち着いたその年の暮れ、課長より「明
日、相談があるので虻田町に来てほしい」との電
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話連絡があり、翌日訪ねた。
　その相談は、虻田地区労や校長会など5団体で
組織した「洞爺湖温泉の復興をすすめる会」が火
山科学館を設置すべく、科学館推進委員会を発足
させたので、その指導と助言の役を引き受けてほ
しいとのことであった。
　町長からも重ねての願いであったので、引き受
けることにし「設置審議議会」や「専門委員会」
を新たに組織し、有珠山噴火を軸とした火山科学
館構想を作成、郷土資料館に併設して昭和53年
（1979）4月に開設することにした。
　開設した当日、課長や係長らとで反省会を開い
た時、課長が「中島のときの“急ぐときは急いで
実行する”という教えは、噴火での被災者を非難
させた時に痛烈に感じました。例えば、体育館で
被災者のプライバシイを守る最小限度の手段とし
て、針金を張って、旅館やホテルの敷布をカーテ
ンした仕切りは、中島での最小限度という作業で
覚えました」と話し、お礼の代わりなのか？何度
も杯に酒を注がれた。

★自然の猛威には勝てず
　火山科学館は、修学旅行をはじめ多くの団体客
が、有珠山での噴火の様子を見たり、知ったり、
体験することなどができ、虻田町民が噴火から立
ち直った象徴でもあった。
　そんななか、この年の10月に大雨が降り、泥流
が科学館を直撃し、建物の壁を破って、噴火体験
室他の展示室が泥流で覆われてしまった。
　夜中、虻田町に行き、被害状況を確認し、泥流
排出対策を協議した結果、自衛隊の出動を要請し
て排出することにし、地下に装備されていた高額
な電子制御器機などが無傷で搬出できた。
　その後、旧レジャーセンターでバスターミナル
に転用されていた建物に、火山科学館を移転させ、
規模を大きくして再公開した。
　再公開に温泉街の商工業者らが期待していたこ
とから、わずか6カ月での移転は、関係者にとっ
ては大変な苦労であった。
　そんな苦労が町長に伝わったのか、町長より「ま
だ何か面白い考えは無いだろうか？」と問われ、
「面白い考えですか？」と返答すると、「今日は札
幌に帰らずに、助役や課長などを交えて放談会を

開くことにしましょう」との誘いである。同僚は
先に札幌に帰ってしまい、筆者は人質と同然な立
場となった。

★三人寄れば文殊の知知恵
　放談会での話題の中心は、「如

い か

何にしたら、虻
田町を訪れ洞爺湖温泉を利用してくれるか」であ
り、様々な提案が話されているのをじっと聞き
入っていると、町長が「大方の提案はどこの町で
もやっている感じだが、そこで一つ」と、こちら
に矛先が向けられた。
　うつむき加減で、「有珠山の噴火を再現すると
して、実際の山頂から花火を連打したらどうか？」
との提案をした。数名から「なるほど」との声が
あったが、山頂は危険なので立ち入り禁止である
とのことから、「では、湖の中島から花火を上げ
てはどうか？」との提案をした。すると、「花火
は非常に高価であるから無理かも知れない」との
意見に対し、「まとめ買いすると一個当たり安く
なるのが常だし、中島という固定位置では環境庁
が困るであろうから、モーターボートを移動させ
て上げれば、花火の拡がりも出るのでは」と前進
的な意見を付して提案した。
　その後、町は商工会などと協議し、花火を打ち
上げることを決定し、最初は1週間、そして2週
間と延長するうちに、1カ月、3カ月と延ばし、
ロングランと称し、洞爺湖の夏イベントとして成
長し、今や洞爺湖といえば花火と呼ばれるくらい
の知名度を保っている。
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